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北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
、
内
閣
官
房
長
官
は
我
が
国
独
自
の
対
北
朝
鮮
措
置
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
十

二
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
本
年
に
入
っ
て
の
北
朝
鮮
に
よ
る
二
回
の
核
実
験
、
ま
た
拉
致
被
害
者
ら
に
関
す
る
再
調
査

の
全
面
的
な
中
止
と
特
別
調
査
委
員
会
の
解
体
の
一
方
的
な
表
明
な
ど
を
受
け
れ
ば
、
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
一
定
の
評
価
が

で
き
る
。

他
方
、
安
倍
内
閣
の
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
拉
致
問
題
の
解
決
だ
が
、
残
念
な
が
ら
未
だ
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。
拉

致
問
題
の
完
全
解
決
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
議
会
、
新
潟
県
議
会
、
川
崎
市
議
会
な
ど
地
方
議
会
か
ら
も
意
見
書
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

官
房
長
官
は
十
二
月
二
日
の
会
見
に
お
い
て
、
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
に
基
づ
き
、
一
日
も
早
い
全
て
の
拉
致
被
害
者

の
帰
国
を
実
現
す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
別
調
査
委
員
会
の
解
体
を
北

朝
鮮
が
発
表
す
る
な
ど
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
は
機
能
し
て
い
な
い
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
は
そ
の
内
容
も
、
拉
致
問

題
と
他
の
問
題
を
並
列
し
た
こ
と
な
ど
問
題
が
多
い
と
考
え
る
。
な
お
も
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
に
基
づ
く
と
す
る
の
は
な

一



ぜ
か
。

二

拉
致
問
題
解
決
は
、
党
利
党
略
を
超
え
、
全
国
民
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
安
倍
内
閣
は
、
拉
致
問
題
解
決
を
最

重
要
課
題
と
し
て
い
る
と
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
解
決
に
向
け
た
進
展
も
見
ら
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
、
拉
致

問
題
解
決
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


